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子どもは家庭で愛され、 
学校で学び、地域で育つ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実りの秋！  

みんなで協力してがんばりました☆彡 

サツマイモほり 

まず、学校田での稲刈りと脱穀です。５・６年生が

春からアヒル農法で大切に育ててきた学校田の稲

を、今年度も神郷北小学校の子ども達と一緒に刈り

取りました。地域のボランティアの方に刈り取り方を

教えていただき、みんなで協力して刈り取りました。

５年生ははじめての稲刈りでしたが、６年生に教えて

もらいながら頑張っていました。そして乾燥させるた

めにはでに掛けて行きました。 

２週間ほどはで干しをして、脱穀をしました。はで

に掛けていた稲を順番に下ろし、脱穀機にかけてい

きました。はでに掛けていた稲はよく乾燥し、おいし

いお米になりそうです。また、子ども達は、田んぼに

落ちていた穂まで拾い、一粒を大切にしようとして

いました。 

脱穀したお米はもみすりをして精米します。そして

家庭に持ち帰ったり、可能ならば販売したりすること

を考えています。子ども達が丹精込めて育てたお米

はきっとおいしいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成地の畑では、１から４年生５名が春に苗を植

えたサツマイモの収穫をしました。畑には３名の

地域の方がお手伝いに来てくださり、子ども達

と一緒に活動をしてくださいました。イモのつる

を取り除き、土を掘っていくと大小様々なサツ

マイモがたくさん姿を表してくれました。大きい

ものだと子ども達の顔以上のものがあり、みん

なびっくりしていました。収穫したサツマイモ

は、家に持ち帰ったり、学校で焼き芋にしてみん

なで食べたりする予定で、とても楽しみです。 

 

 

 

稲刈り・脱穀 

朝晩はめっきり涼しくなり、秋がやってきたように感じます。秋は食欲の秋、スポーツの秋、読書

の秋、芸術の秋など何をするにも良い季節のように感じます。皆様方は何の秋を感じられるでしょ

うか。学校では子ども達が学校田や畑に植えた作物がみのり、収穫の時期を迎えています。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 
   
 
１０月４日（金）、５日（土）の一泊二日で６年生３名が修

学旅行へ行ってきました。この修学旅行は、毎年、新見市

の北部地区の小学校（高尾、西方、上市、塩城、千屋、神

代、神郷北）７校の６年生が連合で行っているものです。今

年度は４９名の６年生が参加しました。 

見学先は、京都の東映太秦映画村、金閣寺、東寺、奈良

の東大寺、奈良公園、大阪海遊館です。子ども達にとって

は、はじめて見る物ばかりで、大いに見聞を広めました。特

に東寺は、中世新見荘ゆかりのお寺ということで、東寺の

方が直々に講堂や五重塔、客殿などを案内してくださり、と

ても印象に残ったようです。 

また、お小遣いでお土産を買ったり、他の学校の友達と

交流を深めたり、友達とホテルで寝食を共にしたりするこ

とができ、普段と違った貴重な体験をすることができまし

た。卒業を前に、小学校生活最後の良い思い出になったと

思います。 

 

校長の論語（ l o n g ）論語 ( l o n g ) a g o！ （昔むかし） 

１１月の主な行事予定 

１１/１日（水）：授業研修会 14:40下校 
        （千屋神社祭り） 
   ５日（火）：放課後子ども教室（料理教室） 
   ６日（水）：学習サポート 
        新見地区中学校区小中音楽会 
  １５日（金）：定時退庁日 
 

２０日（水）：中一ギャップ解消事業(６年) 
      きらきら発表会予行 

２１日（木）：移動図書館車来校 
２４日（日）：きらきら発表会 
       資源回収・アダプト事業 
２５日（月）：振替休業日 
 

※ QRコードを読み

取ると千屋小ＨＰに

アクセスできます。 
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６年生が修学旅行へ 

 
 
 

本年度、子ども達の読む力を育てるために、読書活動の充実に取り組んでいます。 

朝の活動での読書、週末課題としての読書など、定期的に読書の時間を設けて取り 

組んでいます。その中で今年度新たに「家読（うちどく）」に取り組んでいます。家読は、 

本をきっかけに家族のコミュニケーションを深める取組です。内容としては、①親が子 

に読み聞かせをする。②一冊の本を親子で交互に読み合う。③同じ時間・同じ部屋で 

それぞれが選んだ本を読む。読み終わったらお互いの感想を伝え合う。などです。本年 

度はじめての取組ということで、夏休みの課題として実施しました。実施後の感想では、「親子でたまにはこのよう

な時間を持つのも良い。」「親子で同じ本を読んでも見方に違いがあることが分かり良かった。」など好意的な意

見をいただきました。２回目の家読を冬休みに計画しています。 

  

～読書の秋～ 校長室の窓 
 



 


